




＜講師・ファシリテータ＞ 詳細は、本学の研究シーズをご確認ください。 

嶌末 憲子（社会福祉子ども学科） 小嶋 章吾（国際医療福祉大学大学院） 

●3 日目のゲストは、受講者の所属や職種等により決定します。 

●研修中の資料に、上記書籍の該当頁を付記することがございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日程（全 3 日間に要参加） 
 

 

 

 

 

●受講料 ９,000 円(税込) 

●定員 原則 20 名 

概要・目標・事前準備・課題等はシラバスをご参

照ください。 

🔎F-SOAIP のシステム実装（2026 年 3 月末現在：予定を含む）  

計８領域で 21 種／AI 等活用（要約・F-SOAIP 自動分類等：6 領域で 11 種） 

● ケアマネジメント：5 種（要約・自動分類等：３）／介護：５種(認知症

BPSD の AI 等：2） ／地域包括ケア：1 種 

●自治体・福祉相談記録：３種（対象別分類：１） ●医療機関のカルテ：1 種 

●児童領域：３種（遠隔によるスパービジョン等：2） 

●障がい領域：1 種（１） ●領域共通２種（2） 

F-SOAIP の最新情報は HP（https://seikatsu.care/）をご参照。 

🔎F-SOAIP のリーダー養成研修としての開催は本研修のみ 

事業所や法人・地域、自治体などを対象に、F-SOAIP の導入や研修を担い、IPW を促進できる人材養成を目的としています。 

🔎専門雑誌・新聞での掲載 ※執筆や監修した専門誌等： 32 誌／１48 本・／延べ 253 名 （2026 年 3 月末現在：予定を含む） 連載中 『自

治実務セミナー』 『月刊ケアマネジメント』 『病院新聞』／連載済 『月刊先端教育』 『Vision と戦略』 『月刊新医療』 『訪問リハビリテーショ

ン』  『住民行政の窓』 等／特集済 『月刊 J-LIS』 『ケアマネジャー』 『エキスパートナース』 『臨床栄養』 『デンタルハイジーン』等 

🔎多領域の書籍を出版予定（2026 年度中）：児童領域／障がい領域／介護支援専門員／医療機関等  

東京都立墨東病院 副院長・看護部長 上野真弓様：2024年度以降、計 12名受講 

看護部長らが 2022 年度より国際医療福祉大学にて受講し全看護部へ F-SOAIP の導入を図る。2024 年度から 

は本学当研修に職員派遣を継続。GE ヘルスケアのコマンドセンターと、F-SOAIP を搭載した富士通 Japan 

の電子カルテを両輪として DX を推進。データ分析により多職種連携の促進が病院経営に資することを確認。

東京都立病院間の管理者異動による F-SOAIP の普及にも期待。「自治実務セミナー」「月刊新医療」「看護」「エ

キスパートナース」等に寄稿し、研究発表により発信。 

 

 
幸手東地域包括支援センター センター長：中田理絵 様

2023年度以降、計 3名受講 

保健師など複数名が受講し活躍中である。2026 年度の IPW 実

習に地域ケア会議を主催する立場から協力し、地域課題をテー

マとした事例検討を予定。地域の医療系専門学校では、寄稿し

た「月刊ケアマネジメント」により F-SOAIP を紹介している。 
 

社会福祉法人生活クラブ風の村 副理事長  

島田朋子様：2025年度に計 6名受講 

副理事長らが 2019 年度（国際医療福祉大学）にて受講し、

事故報告書や苦情対応、認知症ケアや外国人介護職の質向

上等で効果を発揮し、法人計画にも位置づける。2023 年

度より、当研修のゲスト講師として登壇。法人の計画に基

づく F-SOAIP の拡大に向け、2025 年度は当研修に多機関

多職種より 6 名が参加し、職場での浸透を図る。「介護人

財」「カイゴの力」「Vision と戦略」等に寄稿。 

 

●うるま市こども未来部子育て包括支援課：天願出 様  
書籍「F-SOAIPの理論と実際 子ども家庭福祉編」に寄稿。 

●大阪･大東市社会福祉協議会：村尾空見子 様/ 
佐々木志奈 様 /堀越星香 様  

社会福祉協議会全体での F-SOAIP 導入成果を「月刊ケアマネジ

メント」2回連載として発信。 

●聖隷福祉事業団：牧野光子 様/中志野 様 
当研修受講後、F-SOAIP係を設け「F-SOAIP便り」を毎月発行。

「月刊ケアマネジメント」にて報告後、さらに 2回の寄稿を準備中。 

 

 

F-SOAIP を開発し多領域での社会

実装を図るべく、実践導入・研修・執

筆や教育・研究をサポートします。 

 

 

2026年度履修証明プログラム「専門職連携を学ぶ講座」 

F-SOAIP リーダー養成

お問合せ ： 埼玉県立大学専門職連携教育研修センター   048-973-4114 ✉ipe-kenshu@spu.ac.jp 

 

受講者を 

リーダーとした職場の 

好循環を紹介 

① 7/17:金 

② 9/4:金  

③ 10/30:金  
13:00～17:30  

事前学習・オリ : 1 時間分をオンデマンド  

2025 年度受講者の活躍!! 

11:00～17:00  

申込フォーム 

https://seikatsu.care/
https://business.form-mailer.jp/fms/a155b2b1336213

